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９月度定例会報告 

●一般質問   帯状疱疹予防接種に市の助成制度導入を 

地方創生臨時交付金のさらなる拡充を 

●オミクロン株対応新型コロナウイルスワクチン接種が開始 

●１０月から「産後パパ育休」がスタート  

                              

●令和４年度一般会計予算 

 

 

  

    

10月から 

公明党提案で実現！！ 

宗像市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例が全員賛成で可決された

１．制度の個別通知・意向確認を義務化。制度の内容、給付等文書にて説明。       

２．職場環境の整備を義務化。個別面談等により必要な環境整備を実施。       

３．非常勤職員の取得要件緩和                                

(１)１年以上の在職期間がある場合に取得可能だったが在職期間を廃止      

(２)子が出生後８週間以内の取得１回→分割して２回取得に【産後パパ育休】      

(３)子が１歳(誕生日の前日)までの取得１回→分割して２回取得に        

(４)子が１歳以降の取得１歳到達日の翌日から取得→開始日柔軟化。夫婦交代取得可 

http://www.okamoto-youko.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民要望を踏まえ、本市での帯状疱疹予防接種助成についての考えを質問、回答を得た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の財政状況に与える影響が危惧される  

      

★新型コロナウイルス感染症関連経

費をはじめとする様々な財政需要

に備える必要がある。       

★国庫支出金やふるさと寄付金の活

用により財源確保。デジタル化に

よる行政事務の効率化。行財政改

革による既存事業の抜本的見直し

により経費の圧縮に努める。     

★計画的な公共施設更新には公共施

設維持更新基金の活用するなど、

厳しい財政状況の中でも行政サー

ビスが停滞しないような安定的な

財政運営に努める。 

 

２月２２日時点での感染者と検査状況 

一般質問 

 

 

帯状疱疹予防接種に    

市の助成制度の導入を 

 

市民の切実な要望を声に！ 

痛い！後遺症の神経痛で困っている。予防接種は高額だ。 

 

加齢による帯状疱疹、ほとんどが五十～七十歳だと言われて

いるがコロナ禍で外出を控えることでストレスがたまり患者

の増加、若年化に拍車がかかっていることが懸念されてい

る。予防には予防接種が有効であり、発症しても軽症で済

み、後遺症の神経痛予防にもつながる。ワクチンの種類によ

っては高額になる。(生ワクチン：約８千円/１回、不活化ワ

クチン：約２万円/１回×２回)近隣では、太宰府市が令和４

年４月から予防接種費用の一部助成を行っている。かかると

社会活動の低下にもつながり、「高齢者では寝たきりにもつ

ながった。」「６年間も後遺症に悩んでいる。」「予防接種

できればいいが高くて手が届かない。何とかならないか？」

との切実な市民からの声をいただいた。 

１．帯状疱疹ワクチンは発症、重症化予防、医療負担軽減のため良い効果をもたら

すと考える。                                  

２．帯状疱疹ワクチンの開始時期、助成額については他自治体を参考に宗像医師会

と相談しながら進める。                                

３．ワクチンが有効であることは、市の広報やホームページ等を通して啓発するこ

とを検討していく。 

 地方創生臨時交付金に関しては、古くなった学校空調設備整備、資源高騰による農

家、公共交通機関への支援拡充について要望。物価高騰に関する交付金について国

から示される情報の収集、分析し支援の必要性について検討するとの回答を得た。 

 

３つの因子 

 

令和３年度一般会計、特別会計総計決算額 市税は前年度と同程度の額                                

歳入６３,８７６,３１１千円、歳出６０,９０２,１１２千円、差引後の形式収支は２,９７４, 

１９９千円の黒字。単年度収支額は１,１１８,０８５千円で前年度より１,３３１,４６８千円増

加。    令和２年度と比べて新型コロナウイルス感染症対策に係る事業が減少している。 

コロナ関連経費のぞく過去５年決算額推移、財政硬直化の大きな要因は・・・              

任期付き職員や会計年度任用職員等に係る人件費の増加。            

平均年３億円前後の伸びを示している扶助費の増加。            

いずれも引き続き増加が見込まれる。 

●新型コロナウイルス感染症、未だ一進一退を繰り返し終息の姿が見

えてこない。                        

●国際情勢が混沌とする中、エネルギー資源のひっ迫や物価上昇に歯

止めがかからなくなっている。                  

●急激の気候変動により世界中が異常気象に見舞われ、先が読めない

不透明な状況になっている。 

今後の見通し 
 

         

      

            

オミクロン株と従来株に対応した

「2価ワクチン」を使用(ファイザ    

ー・モデルナ２種類を準備予定) 

初回(１，２回目)接種を完了した 

１２歳以上のすべての住民を対象 

宗像市の対象者数は約７６,０００

人を想定 

接種終了時期を令和４年度末まで

延長

令和４年一般会計補正予算から 


